
1（I9  

東洋食品工業超大・東洋食品研究所 研究報告書．糾．10g－114ほ002j  

温州ミカン砂じょうの揮発性成分  
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温州ミカンシラップ漬缶詰〔以下ミカン缶詰と略す）は，温州ミカンの果皮を制度後に．じょ  

うのうを化学的に脱皮L，砂じ上うのみを缶荷台するため，商業的搾汁による果汁と異なり，相  

補果実の香気に重要な役割を果たLている果皮抽を殆ど含まない．にもかかわらず．ミカン缶詰  

は独特の香気点者Lている．ミカン缶詰の香気に対して寄与率の高い成分は，リモネンとリナロ  

ールであることは既に報告Lたが】），それらの存在部位については未だ明らかでない．   

砂じょうの揮発性成分に開Lて，Radfordら封はオレンジ．グレープ7几・－ツ．レモンの果  

汁を遠心分厳により升け．パルプと牡汁について＃告している．また．下田ら】】は商業的搾汁  

による温州ミカン果汁の主要香気についてパルプ部と汁部間の分・配備数唐求めて，種々のパルプ  

含土の果汁における香気成分め分配比を明らかにLた．LかL．温州ミカンの砂じ上うを鹿と液  

汁に分離L．それぞれの掛算蛙成分申組成を示Lた報告は見当たらない．   

筆者らは．温州ミカン砂じょう中の膜と液汁の拝兼任成分組成を同定することを日的とLて実  

験を行bl，若干の知見を得たので報告する．  

実 験 方 法  

1．E料の■l製   

温州ミカンは宮川早生（口加Ⅷ＝脚血仙JMAR亡．CV．Miyagaw且－W且虻）を市場からÅ手し実験に  

■：大阪府立大草応用生物化学科（T5g9一旦氾1大阪府堺市草地町1－1）  

往 事古文は日本食品科学工学会誌．Vol．47．N仇6．455－45g招㈱）掲載背丈を転載Lたものである．   
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供した．水は超純水製造課置ELGASTÅrtⅥq旭1辞L瓜．U．乱〕で処理したものを用いた．  

温州ミカン1．5ヱ8gの果皮を精油が飛散Lないように朝丘L．じょうのうを切除Lて．穏ゃかに  

砂じょうを取り出し1．鴨6gの砂じょうを得た．砂じょうを祉布（斑拍mメッシュ）で包み．穏ゃ  

かに濾過し牡汁を得た．せ市内曙残謹盾．水1g中で極めて穏やかにもみ洗い軒行い，水を交膿  

し再びもみ洗いする操作を10同線り退L．濃蘭牙ア6gを得た．砂じ上う町重士から膜の王土を引  

いたものを液汁重1（11010宣）とLた．全ての操作は5℃以下で行った．   

2．揮発性成分の薫圧連♯蒸留抽出と軸   

砂じょう中の存在割合と同じになるようにト膜画分節．6g，液汁画分別Ogを試軒とLた．腹  

囲分には水を加え全1を5（氾gとし．液汁画分はそのままを試料とした．減圧速読蒸留抽出装置  

と実験条件は既報告‖と同じである．抽出物を約1印加まで濃縮L，帥‘をG仁一MSに注入し  

た．  

3．B亡一M昌による‡■晃性成分¢同定と定十   

分析条件と定量法は既報告IIと同じである．   

4．Jてラフイン切片作成と■職膨引抽畑脾   

切片は骨法叫こ従い作成Lた．砂じょうはFAA肝omdiAAceticacidAIcol101）兢で固定乱  

水乱脱丸パラフィンに置換．置換剤を蒸発させると共にパラフィンを完全に砂じょう内に読  

札パラフィンに包塩乱 長軸方向と短軸方向にミクロトームで厚き町脚に切断Lた．バラ7  

インを溶除乱 ルテニウムレッドで染色Lた．切片の薇掛こは，極性倍コンデンサとカメラを付  

けたオリンパス製BM一朝塾頭撒鋳を用いた．  

実験結果と考農   

膜面分と液汁画分の揮発性成分の含有tを官能基ごとに分類しT∃b旭1に示した．   

膜では，テルペノイド頼7成乱 丁ルコール頼8成分．アルデヒド頼6成乳酸顆5成分．ケ  

トン1鹿骨および直鎖パラフィン9成分を同定Lた．そ町他の炭化水素は分社パラフィンと推定  

きれる．テルペン弟炭化水書類の大都分と全てのパラフィン轟ワックスは膜忙の菌存在した．液  

汁では，テルぺノイド類5鹿乱 テルペンアルコール紫ユ成軌 TJレコ剛ル類加庇軌 TJレアヒ  

F親8成乳価6庇乱ケトン1成分せ同定した．テルペンアルコー町現は漕汁にのみ存在L  

た．また，丁ルアヒド頼は隈と蔽汁両方に見出きれた．   

ミカン缶詰の香気に対して寄与率の高いリモネンとリナロールは，リモネンの殆んど全てが砂  

じょうの膜に，また．リナロールはその殆んど全てが液汁に存在した．   

温州ミカン砂じょうの長軸方向の断面をF旭．1に示した．砂じょう内軌ま細胞の集合体であっ  

た．砂じょうはじょうのうの「毛」もLくは「細胞の突起」と説明され局部田．R色．1では．毛  

の根元部分の細胞はまだ密であり．毛の先♯部の細胞から内容物が貯えられ，細胞は徐々に肥大  

化し，砂じょう全体が大きくなると考えられる．   

円卓．2は砂じょう町短軸方向の断面写真である．細胞偲ネットワーク状となっていることを確  

罷Lた，これは，サンボウカンの形態机と薪似Lていた．   

5bom亡ーら丁）はグレープフル・－ツ．バレンシアオレンジ．レモンでの実験から．エビタチタ  

ラ・ワックスと呼ばれるこのパラフィン轟ワックス軋砂じょうからの水分の蒸散の防止や砂じ  

上う同士を井ぐ投射を果たLていると述べてい鳥．ミカン缶詰製造の化学的脱皮工程で．じょう  

iL i／   
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M喝nifkationlO＞く  

のうは崩壊Lても砂七ようが崩壊しない一酎ま，このワックスの存在によるものと考えられる．   

テルペン轟炭化水素頼が．温州ミカン砂じょうの膜由申で，パラフィン弟ワックスと共存する  

ため，ミカン缶詰の香気は保存中にあまり変化せず長期間にわたり保持されると推察される．  

要  約   

温州ミカン打砕じようを．膜と兢汁に分け，揮発性成分せ減圧連続蒸留抽出法で神集．漬輯L  

G仁一M畠分析で同定，走査した．テルペン轟炭化水素類はその大部分が．また．パラフィン系  

ワックスは全成分が膜に存在Lた．テルペンアルコールま削土液汁に存在Lた．7ルデヒド軌ま．  

院と液汁の両方に分かれて存在Lた．テルペン岳炭化水素類が膜にパラフィン轟ワッタスと共存  

するため．ミカン缶詰の香気は長期間保持され右と推察される．  
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